
本校では毎年 10 月に２年生が北

薩地区の事業所や農家などで様々な

就業体験を行います。1 月 25 日, ２
年生が１年生に事業所の紹介や仕事

内容，体験して感じたことなどを発

表しました。今後の進路を考えるよ

いきっかけになりました。 

 ６月１６日(木) １・２年生全員が上級学校(大

学・短大・専門学校),および企業の見学に行きま

した。進路に向けてより明確な目標をもち，今努

力するべきことを考える良い機会となりました。 

1 月 26 日・27 日に県

民交流センターで「第４

回日本ジビエサミット in
鹿児島」が開催されまし

た。阿久根の鹿を利用し

た旨鹿コンフィと，さら

にクオリティを高めて七 

 
               
 
 
 
 

                        
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 

  
 

 
 

 
  

当 面 の 日 程 
2/7 水 一般入学者選抜願書受付（14 日正午まで） 

9 金 第 13 回鶴翔完走歩大会 

15 木 地域清掃ボランティア（３年） 

20 火 学年末考査（23 日まで） 

3/1 水 第 11 回卒業式 

潮の風 鹿児島県立鶴翔高等学校 

２月号(通算 128 号) 
平成 30 年 2 月 1 日発行 挑戦・感動そして愛 

Since 2005

1 月 13 日･14 日大学入試セン

ター試験が実施され，総合学科ア

カデミア系列の 11 名が挑みまし

た。前日の激励会では，先生方か

ら励ましの言葉をもらい，鶴翔 

1 月 12 日に農業科学科 貴島 命さん(平成中)，中島海人さん

(水引中)，頴川孔河さん（水引中）が三反園訓知事を表敬訪問し

ました。廃棄ウニから作った発酵液を農業に活かす研究で，「第

6 回 AEON eco-1 グランプリ」の最高賞となる内閣総理大臣賞

を九州の高校として初めて受賞したことを報告しました。知事

からは「みなさんの努力の成果。今後も鹿児島県の農業の振興 

つ星に採用された旨鹿ジビエを展示・販売しました。また，現

在鹿肉の醤油を開発中で，試食アンケートでは鹿肉の醤油への

驚きや「美味しい」，「早く製品に」といった新商品開発への手

応えを強く感じることができました。 
 2 月 17～21 日(土～水)の県下一周駅伝大会に，13 名の生徒

が選手として選出されました。鶴翔生としての誇りと郷土への

恩返しを胸に，最高の走りができるように最後の調整を行って

います。皆様の温かい応援をよろしくお願いします。 
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総 合 学 科○アカデミア系列 ○情報・ビジネス系列 

      ○スポーツ健康科学系列 ○環境緑地系列 

農業科学科○農業コース   ○園芸コース 

食品技術科○食品加工コース ○発酵食品化学コース 

  

この大会はＪＡ全農が全国の

農業高校で肥育された和牛を対

象に，将来の後継者となる生徒に

情報交換・交流の場を提供しよう

とするもので，東京食肉市場にて

1 月 18・19 日に開催されました。

のみかんジュースで乾杯して健闘を誓いました。目標に向かっ

て全力で取り組んでいってほしいものです。 
に励んでもらえたら。」と激

励していただきました。 
貴島さんは「水産と農業

の連携ができて良かった。

先輩から受け継いできた研

究が評価され、大変うれし

い。」と笑顔で話しました。 

【出水】折口龍三 (三笠中)， 
川上大輝 (高尾野中)，  
椎木創二朗(三笠中)， 

【伊佐】小嶋理久 (大口南中)， 
【川薩】後藤拓海 (川内北) 

中島太陽 (山崎中) 
中山貴斗 (川内中央中)

【肝属】蔵園栄二 (東串良中) 
【大島】西島礼朗 (笠利中) 
 

全国から 53 名の生徒が集い，プレゼンテーション，ワークシ

ョップ，勉強会，講演会及び共励会が行われました。飛騨牛，

松阪牛なども出品されました。堀ノ内 駿君（平成中），倉津 武
君（阿久根中）はやや緊張しながらも堂々とプレゼンを行いま

した。出品牛は肉質等級 A-4 と受賞には至りませんでしたが，

貴重な体験をすることができました。 

 岩下雄哉 (米ノ津中) 
 本藏 駿 (米ノ津中) 
 神之田真紘(阿久根中) 
 冨永裕之助(大口中央中) 


